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「第７期富田林市障がい福祉計画・第３期富田林市障がい児福祉計画（素案）」 

に対するパブリックコメントの実施結果について 

 

１．パブリックコメントの実施状況 

■募集期間 

令和６年１月４日（木）～２月５日（月） 

 

■コメントの状況 

提出数：2１件（直接：５件、FAX：１２件、E メール：1件、応募フォーム：３件） 

無効数：２件（E メール：１件、応募フォーム：１件）※必要事項未記載 

コメント数：２７件 

 

    ■コメントの反映 

修正箇所 ２箇所 

      追加箇所 １箇所 

 

２．パブリックコメントの概要と市の考え方 

 

提出

者数 

回答

番号 

コメント概要 コメントに対する市の考え方 

１ １ P2 計画策定の背景と目的 

障害者総合支援法の見直しに関しての記載

「施設入所者の削減と地域移行に向けた取り

組みの一層の推進、グループホームへの重度

障害者の受け入れと軽度障がい者の地域移

行、…」について、国はグループホームへの移

行を地域移行ではないと考えているのでしょう

か？それによって以降の計画も変わるのではな

いでしょうか。P５２の「計画の目標と実現に向

けた取り組み」施設職員や…施設入所者の地

域生活への移行並びに居宅生活者のグルー

プホームへの移行による地域生活の継続…。

と記されているので、市はグループホームへの

移行もはっきりと地域移行とされています。個

人的には市が実態とあっていると思います。 

 

国もグループホームへの移行を地域移

行と考えておりまして、記載内容は地域

移行の内容としての「グループホーム

への重度障害者の受け入れ、軽度障が

い者の地域移行」としておりました。ご

指摘のとおり誤解を与える表現と感じ

ましたので、 

 

P２ 〇障害者総合支援法（障害者の

日常生活及び社会生活を総合的に支

援するための法律）等の一括改正（１

行目） 

「施設入所者の削減と地域移行に向け

た取り組みの一層の推進、グループホ

ームへの重度障がい者の受入と軽度

障がい者の地域移行、」 

としておりましたところ、 

 

「施設入所者の削減と地域生活に向け

たグループホームへの重度障がい者を
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含めた受け入れ等の取り組みの一層

の推進、」 

 

との表現に修正させていただきます。 

 

２ P9 計画の策定体制 

（２）障がい者のニーズや提供体制の把握に

ついて、 

「「富田林市障がい者地域自立支援協議会」

への意見聴取の他」とありますが、協議会のメ

ンバー構成を教えてください。何人、何団体

（事業所）でしょうか。 

本市の令和５年度の地域自立支援協

議会のメンバー構成は、障がい者等

及びその家族、委託相談支援事業者、

障がい福祉サービス事業者、保健・医

療関係者、教育・保育関係者、就労・

雇用関係者、権利擁護関係者、関係行

政機関の職員、学識経験者、市職員、

オブザーバーで構成されており、２

２名、１８団体です。 

本市では地域自立支援協議会の代表

者会議を年１回実施しておりますが、そ

の議事録については市ウェブサイトに

公開しております。資料に委員名簿もご

ざいますので、ご覧頂ければと思いま

す。（現在は令和４年度開催分を公表

中） 

 

３ P16  ２．障がい福祉計画…実施状況 

地域生活移行数が目標７人に比べ４人しかい

なかったが福祉施設入所者は一人多くなっ

た。施設入所の目標より３名増加と記されてい

ます。入所施設がなく大阪府下での入所待機

者数は1,000人以上いることが「大阪府障害

者自立支援協議会」でも明らかになっていま

す。のちに家族・本人アンケートの結果が掲載

されていますが本人が６５歳以上で主な介護

者の年齢が６５歳以上では６３．２％になってい

ます。家庭での介助がいっぱいという結果では

ないでしょうか（P32～）計画の見直しを大阪

府も見直した（５％から 1.7％）ようです。今後

とも障がい者自らの要望や家族の想いを大切

にし移行を進めていただければと思います。 

 

障がい者の地域生活への移行につい

ては、Ｐ５２のとおりグループホーム

への移行等により推進してまいりま

す。また、Ｐ５７-Ｐ５８にありますよう

に、相談支援の充実・強化により多様

化する個々のニーズに合わせた支援

を実施してまいります。 
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４ Ｐ４７-Ｐ４８ 関係団体に対するヒアリング 

障がい当事者が相談支援員の存在を知って

いるのでしょうか？支援の担当者が忙しく面談

が先送りになっている。家族自身福祉サービス

の利用方法がわからない。色んなサービスを

説明してほしい。そのように思います。今の若い

方はスマホやパソコンを利用し調べるが高齢

者は出来ない。わかりやすいパンフなど窓口に

置くとか相談できる場が紹介できればと思い

ます。Ｐ４４、福祉サービスや障がい児通所サー

ビスを利用するときに困ると５０％以上が答え

ています。 

相談支援員の周知につきましては、基

幹相談支援センターの出張窓口を障

がい福祉課内に設置し、窓口や電話対

応を通じて随時行っているだけでなく、

広報誌や市ウェブサイトでの周知、初

めて障がい者手帳をお渡しするときの

「福祉の手引き」での説明等により実

施しているところです。その上でＰ５７-Ｐ

５８にありますように、相談支援の充

実・強化により多様化する個々のニ

ーズに合わせた情報提供および利用

支援を実施していけるよう進めてま

いります。ご意見を踏まえまして、 

 

Ｐ５８の目標実現に向けた取り組みの

下から３行目に記載しております 

「障がい者（児）のニーズ把握と併せ

て相談支援体制の充実・強化に向け

た取り組みを推進します。」 

としていた部分を、 

 

「障がい者（児）のニーズ把握による

適切な情報提供やサービス利用支援

と併せて、相談支援体制の充実・強化

に向けた取り組みを推進します。」 

と修正し、情報提供とサービス利用

支援についての記載を明記するよう

反映させていただきます。 

 

５ Ｐ５４ （３）地域生活支援の充実 

表の中で地域生活支援拠点等の確保 目標

「１拠点（面的整備）」とありますが、「面的整

備」の意味が分かりません。 

面的整備とは、１つの多機能型施設

の設置による拠点整備ではなく、地

域内の複数の機関が分担して機能を

担う体制を整備するいう意味です。

巻末に専門用語集を掲載予定です

が、面的整備についての記載を掲載

させていただきます。 
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６ Ｐ68 ④居住系サービス（ア）共同生活援助

（グループホーム） 

令和８年度の目標が書かれています。実現し

てほしい数字ではありますが２０４人の計画の

具体化、めどはあるのでしょうか。 

共同生活援助利用者につきまして

は、Ｐ２６の実績にありますように、

年々利用者が増加している状況が継

続しております。また、Ｐ５２の施設入

所者の地域移行の目標を達成するた

めには、施設入所者の共同生活援助

の移行だけでなく、居宅生活者の施

設入所でなく共同生活援助への移行

も必要と考えておりますので、Ｐ５７-

Ｐ５８の相談支援の充実・強化によりニ

ーズの把握に努めながら、必要とする

方への利用支援を進めてまいりま

す。 

 

７ P85 （４）障がい者等による情報の取得利

用・意思疎通の推進 

P４４でもサービスを利用するときに困ることが

あるの回答が５２％以上あります。情報提供に

ついて検討が必要と思われます。 

Ｐ５７-Ｐ５８にありますように、相談支

援の充実・強化により多様化する

個々のニーズに合わせた支援を実施

していけるよう進めてまいりますの

で、回答番号４番の回答のとおり、情

報提供とサービス利用支援について

記載し、ご意見を反映させていただ

きます。 

８ P86（７）ユニバーサルデザインの推進 

①福祉的なまちづくりの推進は賛成です。金剛

バスの廃止に伴う急遽の代替については、地

域により意見が出されています。行動範囲を広

げる大切な移動手段…書かれているように今

後当事者・市民の声を聴きながら取り組んでく

ださい。南海バス・近鉄バスともノンステップバ

スで、高齢者も使いやすいと思います。 

今回いただいたご意見につきまして

は、今後の施策推進の参考として担

当課とも共有させていただきなが

ら、計画推進に努めてまいります。 

 ９ ②無人駅の件について 

要求とまちづくりの要望内容にも記入していま

すが、西口駅、汐ノ宮駅が夜間無人駅になると

聞いています。市独自では困難だと思いますが

鉄道会社に働きかけることは困難でしょうか。

命に係わる内容です。とりわけ障害者にとって

は大変なことです。よろしくお願いします。 

 

本市として、当該鉄道事業者に対して、

駅員の配置についての要請を行いまし

たが、経営上の観点から難しいとのご

報告をいただいております。しかしなが

ら、本市としましては今後様々な機会を

捉えて当該鉄道事業者に働きかけを

行ってまいります。 
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２ １０ 在宅で頑張っている方々の意見を取り入れ

て下さい。障害のある方達が仕事をしなが

ら相談でき、安心してくらせる富田林にし

て下さい。 

 

 

 

 

P５６にあります雇用センターによる就

労中の方への就労に伴う相談等のきめ

細やかな支援や、Ｐ５７-Ｐ５８にあります

ように、相談支援の充実・強化により、

どのような状況の方も相談できる体制

を構築し、ニーズの把握に努め、適切な

情報提供や支援を行うことで安心した

生活ができるよう取り組んでまいりま

す。 

３ １１ 人間も動物なので確率的に「障がい」を持

って誕生するものです。私も高齢出産で赤

ちゃんが「障がい」持って産まれてくるこ

とを心配しました。「障がい者」と位置付

けされる人、そうでない人もゆったりと生

活できる寛容さが欲しいです。そして障が

い者のケアに対しては、プロの技術、手腕

が必要です。在宅が最良とは思いません。 

「障がい」の種別や状態は各々の「障

がい者」により様々で、希望される生活

も考え方により異なり、本人や家族のニ

ーズに沿った支援が重要と考えており

ます。Ｐ５７-Ｐ５８にありますように、相談

支援の充実・強化により、ニーズの把握

に努め、適切な情報提供や支援を行う

よう、取り組んでまいります。 

 

４ １２ 市の実施状況では、目標値と実績をあげ

て、それを「上回る」「下回る」と評価さ

れていました。行政から見て目標との関係

は大切と思いますが、それだけでなく当事

者の要望にどれだけ答えられているかとい

う評価もしてほしいと思います。アンケー

ト結果では、当事者も介護者も高齢になら

れているとのこと。こどもたちの支援も含

めて、今のくらしに経済的な負担もあり、

不安がある。さらに、サービス利用時の手

続きなど解りにくい事があるとありまし

た。たくさんの不安があると思います。こ

こを最優先し、不安を解消するための計画

であってほしいと思います。「実態にあわ

せた計画を」という声がありました。地域

生活より施設入所を望む声が消されている

ように感じます。「だれひとり とりのこ

さない」個人を尊重する市の姿勢が明確に

わかる計画にし実施してください。 

「福祉なんでも相談室」の状況評価が見え

てきません。障がいのある方との相談にも

対応してもらえると思います。有効活用を

お願いします。 

障がい者等の当事者や支援者の不安

の解消のためには、明確な相談先があ

ることが重要と考えていますので、５７-

Ｐ５８にありますように、相談支援の充

実・強化により、ニーズの把握に努め、

適切な情報提供や支援を行うよう、取

り組んでまいります。 

また、個人を尊重する市の姿勢として、

P8（２）本市の障がい福祉施策の基本

的な考え方、におきまして「障がい者や

難病患者等の自己決定を尊重すること

を基本に、」としております。 

「福祉なんでも相談窓口」につきまして

は小学校区ごとにすべての校区住民を

対象とした相談窓口の開設を進め、富

田林市地域福祉計画において実施の

評価を行ってまいります。本計画におい

ては P８の中で重層的支援体制の推進

に関わる分野横断的な相談機関とし

て、連携・協力を行っていくことを明記さ

せていただいております。 
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５ １３ 障がいのある人も仕事をしながら安心して

暮らせる富田林にして下さい。 

 

P５６にあります障がい者雇用センター

による就労に関するきめ細やかな支援

や、Ｐ５７-Ｐ５８にありますように、相談支

援の充実・強化により、どのような状況

の方も相談できる体制を構築し、ニー

ズの把握に努め、適切な情報提供や支

援を行うことで、安心した生活ができる

よう取り組んでまいります。 

 

６ １４ 障がい者の人も仕事をしながら安心して暮

らせる富田林にして下さい。 

 

回答番号１３番のとおりです。 

７ １５ 障がいがあっても安心して暮らせる町に！ 

 

Ｐ５７-Ｐ５８にありますように、相談支援

の充実・強化により、どのような状況の

方も相談できる体制を構築し、ニーズ

の把握に努め、適切な情報提供や支援

を行うことで、安心した生活ができるよ

う取り組んでまいります。 

 

８ １６ 在宅で頑張っている方々の意見も取り入れ

て下さい。障がいのある方たちが仕事をし

ながら相談でき、安心して暮らせる富田林

にして下さい。 

 

回答番号１３番のとおりです。 

 

９ １７ 障がいがある人にも仕事を与えて下さい。

安心して暮らせる様にして下さい。 

 

回答番号１３番のとおりです。 

１０ １８ 障がいのある方も安心して仕事が出来るよ

うにして下さい。 

 

回答番号１３番のとおりです。 

１１ １９ 障がいがある方も健常者と一緒に仕事をし

て楽しく働きながら暮らせる富田林市にし

ましょう。 

 

P８にありますように、共生社会の実現

を目指し、「障がいのある人もない人も 

ともに生き ともに理解し合い ともに参

加できるまち 富田林」を計画の基本

理念として取り組んでまいります。 

 

１２ ２０ 一人ひとりの障がい者支援ができるよう職

員を増やし、賃金が上がるよう補助してく

ださい。 

 

障がい福祉サービスを提供する事業所

の適切な運営が保たれるよう、報酬単

価の見直し及び職員の処遇改善、基盤

整備等の必要な措置を講ずるよう市長

会を通じて国や府へ要望しているところ
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です。今後とも様々な機会を捉えて要

望を行う等、働きかけを行ってまいりま

す。 

 

１３ 

 

２１ 私の住む西板持区域や東部には、障がい者

作業所や金剛コロニー、そして府立支援学

校があり、成年の障がい者の皆さんが、通

所しつつ、様々な作業に従事しておられる

様子をよく目にすることができます。障が

いのある方が安心して老後も暮らせる様

に、市や府、国は、施設に補助金をこれま

で以上に出してほしいと思います。富田林

市が多様な生き方ができる共生社会の方向

により一層取り組んで下さることを願って

います。 

 

補助金につきましては、回答番号２０番

のとおりです。 

 

共生社会の実現につきましては、回答

番号１９番のとおりです。 

１４ ２２ 障がい者の方々の気持ち、日々の暮らし方

が良くなるように、まずその事を一番に考

えて計画を立てて下さい。 

P8（２）本市における障がい福祉施策

の基本的な考え方、に記載のとおり、障

がい者や難病患者等の自己決定を尊

重することを基本に、障がい福祉サービ

ス等の充実や均てん化等、提供体制の

整備を進めてまいります。 

 

１５ ２３ 福祉がより豊かになり、受益者負担が少な

くなるようにお願いします。 

 

受益者負担を、サービス利用者負担額

のことと理解した上でお答えさせていた

だきます。 

障がい福祉サービス等、本計画に掲載

するほとんどのサービスの利用者負担

額は非課税世帯であれば0円、課税世

帯であっても所得に応じた負担額の上

限がある等、応能負担が採用されてお

ります。また、その他のサービスにつきま

しては負担がないものとなっており、今

後も負担が大きくならないよう国等へ

の働きかけ等、努めてまいります。 

本計画のもと、障がい福祉がより豊か

になるよう努めてまいります。 

 

１６ ２４ ありのままに暮らしていけるようになりた

い。そのためには職員を増やして欲しい。 

 

回答番号２０番のとおりです。 
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１７ ２５ 市内に金剛コロニーがあり身近に障がいを

もち、生活されている方をよくみかけます

し、私達もいつ事故や病気等で障がい者に

なるかわかりません。安心して暮らし、で

きればいつまでも納税者として生きていけ

るように子どもの時からの教育を強く望み

ます。乳幼児教育にこそ予算をつけて支援

してほしいです。 

 

幼児教育につきましては、今後の施策

推進の参考として担当課とも共有さ

せていただきながら、計画推進に努

めてまいります。 

尚、幼児教育に関わる、障がい児等の

療育支援につきましては、P8１（３）障

がい児通所支援等の提供体制等につ

いて、にありますように、関係機関との

連携による早期療育、ライフステージに

沿った切れ目のない一貫した支援を推

進してまいります。 

 

１８ ２６ Ｐ７７ページの第３期障がい児福祉計画 

中度知的障がいと自閉症スペクトラムを持

つ障がい児の母親です。この計画には記述

がありませんが、障がい児の就学にまつわ

る問題として、普通の小学校の特別支援学

級と特別支援学校のギャップが大き過ぎる

ことがあると思います。私の子のように、

生活自立（排泄・食事・着替えなど）はあ

る程度できるけれど、普通の学校の勉強に

ついていくのは厳しいという子にとって

は、特別支援学校も地域の小学校の支援学

級も、どちらもあまり合っていません。同

じ悩みを持つ障がい児の親御さんは多く、

その間くらいの場所があれば良いのに、と

いう話はよく聞きます。地域の小学校の支

援級の人員をもっと手厚くするなどして、

そういう狭間にいる子たちに適切な支援が

できる体制を作って頂きたいです。 

 

Ｐ７７の目標実現に向けた取り組みに

ありますように、障がい児の地域社会へ

のインクルージョンの推進に向けて、児

童発達支援センターや保育所等訪問

支援の支援体制の継続・充実を図りた

いと考えております。今回いただいたご

意見につきましては、今後の施策推進

の参考として担当課とも共有させてい

ただきながら、計画推進に努めてまいり

ます。 

１９ ２７ 障がいのある方や支援している方など、当

事者の声を聞き、福祉サービスを拡充して

ほしい。 

本計画の策定にあたっては、当事者で

ある障がい者等へのアンケート調査や

障がい者関係団体へのヒアリング等を

通して、ニーズ把握等を行ってまいりま

した。今後とも幅広くご意見を頂き、施

策の推進に努めてまいります。 

 

 


